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事業対象

事業目的
健康まつりをきっかけとして、健康への意識を高め、自らの日常の健康づくりにつなげていくことを目的とする。また、たいとう
健康都市宣言の主旨である「共助」を伸ばす仕組みづくりへの意識を高めていく。

 [施　　策] 13　地域での健康づくりの推進 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 その他 〔法令等名〕 根拠法令なし

長期総合
計画体系

いつまでも健やかに自分らしく暮らせるまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 一般区民

同上

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 健康まつり
所
管

健康部

保健サービス課

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 69 計画事業名

[事業開始] 昭和 年度

事業内容
[H30年度]

・まちかど健康まつり
　健康度測定会を実施するとともに、健康づくりに関する情報の提供を行う。（年３回実施　来場者数　375名）
・いきいき健康まつり
　区内７地域ごとに区民をメンバーとした地域座談会で地域の健康課題を話し合い、地域に応じた課題解決及び健康な地域
づくりを目的とした「いきいき健康まつり」を開催する。（年1回×7地区　来場者数1,556名）

委託の有無 一部委託
委託内容 　 健康度測定委託

補助金の有無 都

 [基本目標]

健康まつり

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

地域座談会実施回数 回 60 63 65 61

まちかど健康まつりの開催 回

60 101.7%

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度 H30年度

1,076 1,101

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

3 3 100.0%- 3 3

62.5%

1,615 1,556 1,600 97.3%

1,077

成果指標

まちかど健康まつり来場者数 人 - 326 337 375

活動指標

600

いきいき健康まつり参加者数 人 1,600 1,688

(0) 26 26

　総経費 (4,046) 22,470 24,529

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） (3,567) 21,368 23,452

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） (479) 1,076 1,051

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　一般財源（区負担額） (3,807) 21,932 23,957

課題及び
今後の進め方

地域座談会の中で地域の健康課題を話し合うことで、従来の“介護予防”から“健康づくり”への目的の変更はできてい
る。今後は、健康無関心層である若い世代を呼び込むための検討が必要である。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） (0) 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） (239) 538 572

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

平成３０年度は、目的を同じくする「まちかど健康まつり」と「いきいき健康まつり」の同時開催につ
いて検討を行った。目的を従来の介護予防から健康づくりに変更しているため、健康無関心層であ
る若い世代を呼び込むための検討が今後も必要であり、地域座談会に参加している区民とともに
検討を進めている。

改善

手段の適切性 3 区民が地域座談会の中で地域の健康課題を話し合うことで、区民自らが地域に応じた健康づくりを考え、取り
組みを展開できている。

目的達成度 2 まちかど健康まつりの来場者数が目標を下回っているため、いきいき健康まつりと同時開催して来場者を呼び
込めるよう検討を行った。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3
区民をメンバーとした地域座談会の中で、地域ごとの健康課題を話し合うことでメンバーの健康意識が向上
し、それを健康まつりで広め、地域が一体となって健康づくりに取り組むことを推進しているため、必要性が高
い。

効率性 3 平成３０年度に目的を同じとするまちかど健康まつりと同時開催にすることを検討した。


